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資料３　各地域の現状と課題

３－１　西ヌサトゥンガラ州

３－１－１　水道給水の現況

（1）ロンボク島

　1999 年３月の Design Report, 「Research for Project Finding of Small Scale Water Supply

System in Rural Areas」；CIPTA KARYA ＆ JICA、によれば、水道給水の現況は、以下の

とおりである。

西ロンボク 中央ロンボク 東ロンボク ロンボク島合計

総人口 883,343 744,670 953,505 2,581,518

給水人口　 138,725 64,535 64,905 268,165

給水率 15.78% 8.77% 6.8% 10.4%

（2）スンバワ島

　ＳＳＩＭＰ（ＯＥＣＦ）の Sumbawa Water Resources Development Study　pp S-10 による

と農村部での給水率は、1994 年時点で約 10.8％と見積もっている。

（3）今回の予備調査におけるヒアリング結果

　今回の予備調査において、西ヌサトゥンガラ州の 31 村を訪問し、人口、村へのアクセス

道路条件、水源、水道給水の現況と水道施設の要望等について調査を行った。調査結果の概

要を以下に述べる。

1） 人口

　村落の人口は、最も少ない村で 200 人、最も多い村で１万人、平均的に見て 4,500

人／村程度となっている。また、１家族当たりの人数は、３、４人程度のようである。

2） アクセス道路

　主要道路から村落までのアクセス道路は、２、３の村を除き、比較的整備されてお

り、建設重機や資材運搬車両の走行が可能である。ただし、水源までの通路について

は、人力運搬によらざるを得ない村が多い。

3） 水源

　主要水源を湧水に求めている村は10、浅井戸に求めている村は14、湧水と浅井戸に

求めている村は６、不十分ながらも既に水道施設のある村が１である。
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4） 水道給水の現況と要望

　訪問した村全部が水道施設の導入、整備・拡充を望んでいる。水道施設の導入を10

年も待ち続けている村（Labulia、Labuan Lalar、Piong）もあった。

　かつて、ＵＮＩＣＥＦやＡｕｓＡＩＤ等の援助機関によって水道施設を導入した村

（Duman、Ranggagata、Tete Batu 他５村）もいくつか見られたが、導入後数年で施設

が破損したまま放置されている状態であった。以前に水道施設の恩恵を受けていた村

ほど水道施設の新規導入・再開を望んでいる。なかには、村独自で、応急手段として、

水源と村の間に PVC 配管を敷設し水を利用しているところも見られた（Labuan

Kenangga）。

　乾期になると浅井戸の水量が低下するので、水位の回復を待って水を汲む行列が、

井戸の前に夜遅くまで続いてしまうという村もある（Rembitan）。給水車による給水

を受けている村も２村（Setangor、Rembitan）見られた。

　浅井戸を水源としている村では、共同井戸を設置している村が多く見られる。また、

既設水道施設のほとんどは、共同配水タンクからの給水であり、各戸給水をしている

村は、１村（Tanjung Luar）だけであった。

5） 支払い可能水道料金

　本予備調査では、ほとんどの村で、村長あるいは助役から聞き取り調査を行ったも

のであり、村人の直接の声が反映されているか否かはよく分からないが、次のような

回答が得られている。

水道料金の範囲 村数

1,000RP／月以下 ７村

1,000～ 5,000RP／月 ９村

5,000～ 10,000RP／月 10村

10,000RP／月以上 １村

支払い可能水道料金

6） 水道施設導入後の運転管理体制

　全部の村で、適切な指導・訓練をしてくれれば施設の運転管理体制を作っていくこ

とは可能であると断言している。既設の共同井戸の設置、運営・管理は村人が行って

いるので、水道施設の運転、維持・管理についても同様な組織で行えると述べた村も

ある。

　しかし、給水施設を導入しても壊れたまま施設を放置しており、施設が機能してい

ない村も少なからず見られた。維持管理の重要性を強く感じさせられた。



－ 76 －

7） 水伝播性病気（下痢、赤痢）

　調査した全部の村で、下痢、赤痢、それぞれについて、数人から数10人の患者が雨

期に発生しているとのことである。　　　

　調査の詳細については、添付の「ＮＴＢ村落聞き取り調査結果」を参照のこと。

３－１－２　水道給水の課題

　西ヌサトゥンガラ州における今回の村落調査結果を踏まえると、おおよそ次のような課題が挙

げられる。

①水源の水量と水質の確認

　地下水を水源とする村を除けば、各村とも、いくつかの湧水水源があり、現状でも供用に

差し支えない水量と水質を有しているように思える。しかしながら、水道給水施設を導入す

れば、使用水量は現状より格段に増加することが予想される。また、今回の調査では、水質

試験を行っていない。適切な試験により、既存の湧水水源の水量と水質を確認しておくこと

は必要である。

　地下水を水源とする村については、既設浅井戸の水質確認とともに、試掘井戸設置時に、

地下水の水量、水質の確認を行う必要がある。

②給水システムと給水範囲

　ＵＮＩＣＥＦやＡｕｓＡＩＤ等の援助機関がかつて導入した水道給水施設が破損したまま

放置されていたり、うまく機能していない村が少なくないという現状から考えて、いかにし

て維持管理の容易な給水システムを計画するかということが課題となる。

　特別要望の高い場合は別にして、各戸給水というよりは共同水栓による給水システム、ま

た、スペアパーツの入手やメンテナンス技術習得に難のある機械・電気製品の使用を極力避

けるため、重力式給水方式をできるだけ取り入れた施設を計画することが課題となる。

③生活環境

　水道給水施設導入後の生活環境の変化、例えば生活汚水・排水量の増大等を考慮すると、

特に水源水質の確保を主眼にした施設の管理・運営計画を策定することが生活環境に関する

課題の１つとしてあげられる。

④給水施設の管理・運営

　上述したように、給水施設を導入しても壊れたまま施設を放置しており、施設が機能して

いない村も少なからず見られている。給水施設がこのような状況になっている明確な理由は

分からないが、維持管理の知識・技術の欠如、維持管理に必要な費用の不足、維持管理体制

の欠如等が原因と考えられる。

　したがって、これらの問題点を解決するためには、継続的に支払いが可能となる、適正で
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無理のない水道料金の設定、維持管理の知識・技術の定期的な支援・供与、さらには、料金

徴収から施設の定期点検と破損箇所の早期発見・修理、管理・運営を実行していく組織の設

置が重要である。

また、州政府内に、地方給水専門家を配置し、定期的な巡回点検、指導を行うとともに、各

村の水道給水施設維持管理経験の交流の場を企画・調整すること等も課題のひとつとして考

えられる。

⑤他援助機関との調整

　ＵＮＩＣＥＦやＡｕｓＡＩＤ等の援助機関による給水施設が、一部の地域に導入されてい

る村もあるので、本格調査を進める際には、関係する援助機関との調整を図る必要がある。

３－２　東ヌサトゥンガラ州

３－２－１　飲料水確保の現状

　東ヌサトゥンガラ州では飲料水の水源として、主に湧水、井戸、雨水及び河川が使われている｡

そのうち湧水と井戸は、今回調査した 30 村落のうちおよそ３分の２の村落で、日常飲料水の主

な水源として使われている。30村落における飲料水の主な水源は以下のとおりであった（複数回

答を認めた）。

飲料水の水源 村落数

井戸 19

湧水 19

雨水 6

河川 3

バナナの木からの水 3

ＰＤＡＭの水道 4

ＰＤＡＭの給水車 2

　今回調査した30村落のうち井戸を全く持たない村落は８村落のみである。残りの22村落には

どんな形であれ井戸があり、その大半は飲料水の主要な水源となっている。井戸は手掘りのもの

が多く、深さおよそ30ｍ程度までのものが多い｡これらの井戸は乾期に涸れる井戸、涸れないま

でも水量が極端に少量になる井戸が多く、また海岸近くの村落の井戸では、海水の浸入が見られ

る所が多い。

　機械掘りの深井戸は４村落にあったが、実際に１年中水道用に稼働しているものは、１村落

（ドルレア（Ndorurea, Ende））の深井戸だけであり、県の水道公社（ＰＤＡＭ）が管理運営して

いる。もう１つの村落の深井戸は灌漑用のもので、Ｐ２ＡＴが管理運営しており、灌漑にまわし
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た後の余剰水量を水道用に運用しているのみで、雨期には稼働しない。残り２村落の深井戸は設

置されたものの電源の不備、維持管理のまずさから全く稼働していない。

　東ヌサトゥンガラ州の湧水は豊富な水量を示す所が多く、村人の貴重な水源となっている。今

回調査した30村落では湧水を持たない村落は４村落のみであり、残りの26村落は規模の大小は

あるが湧水地を持っている。またその半分に当たる 13 の村落では、一時的にであれ湧水を水源

にしてパイプを敷設し、水道のように村落内に水を供給していた。しかしながら、主にパイプの

保守管理がうまくいかず、現在まで継続して使用しているのは、およそその半分の６村落にしか

過ぎない。湧水の数は多いが、乾期に完全に涸れるものや水量が極端に減るものも多い。一方、

湧水で水は確保できるものの、居住する村落、部落から湧水地までの距離が非常に大きく、水汲

み作業が大変な重労働になっている場合が多い。遠い所では、水汲みに４km以上通う村落もあ

り、若年者、女性の労働量軽減の見地からも、水道の必要性は逼迫している｡　

　雨水を飲料水として利用するため、雨水貯留用のタンクを備えている村落は多く、今回調査し

た 30 村落のうちでもおよそ半分の村落が備えていた。しかしながら雨水貯留用のタンクを利用

できるのは、１年のうちせいぜい雨期の３か月間程度のみであり、飲料水確保の抜本的な解決に

はなっていない。

　河川の水を飲料水として直接用いるには、一般に水質の問題がある。今回の調査で飲料水の主

な水源として河川を上げた村落でも、１村落を除いて“河川水は他に手段がない時にのみ飲む

水”としていた。上流で家畜の放牧が行われていて、河川が家畜の水浴びに使われているケース

もあり、衛生上の観点から簡易浄水装置等を備えるのでなければ、水源を河川に求めるのは難し

いものと思われる｡

　なお、1998年政府統計によれば、東ヌサトゥンガラ州の電気と水道の普及率は以下のように推

移している。

電気普及率（％） 水道普及率（％）

1992 1995 1998 1992 1995 1998

都市部 85.6 83.3 86.3 58.4 60.7 67.6

地方部 9.1 13.7 27.4 15.0 10.4 12.0

東ヌサトゥンガラ州全体 17.4 22.6 34.6 19.7 16.9 18.8

　上の表では数字に若干の揺れが見られるが、電気の普及率が地方部でも確実に上昇しているの

に対し、水道の普及率は都市部で若干の上昇が見られるものの地方部では 1992 年のレベルから

大きな進歩が見られない。州全体の水道普及率をみても同様で、いまだ20％のレベルにも到達し

ていない。
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３－２－２　既設井戸のデータ

　ＮＴＴにおける既設井戸のデータは、Ｐ２ＡＴが西ティモールとスンバ島で自ら掘削した井戸

について一部まとめ、井戸台帳となっている。なお、アロー島、フローレス島の各県では井戸台

帳は作成されていない。収録されている井戸データの数は、各々の県で以下のとおりである。

　上表からわかるように、機械掘りの深井戸の場合、登録井戸の 25 から 75％が空井戸あるいは

水量が実用に供せないほど小さい井戸となっている。空井戸の割合は西ティモールのＴＴＳ、

ＴＴＵ及びスンバ島で高く、50％を超えている。また、塩水井戸も含め、水質に問題がある井戸

も多く、機械掘りの場合東スンバを除き、15 から 30％に上がっている。

　井戸台帳には以下のデータがまとめられている。

（1）機械掘りの井戸及び手工具掘りの井戸　

①井戸番号、コード／②村落、Sub-district、District ／③井戸の深さ／④ケーシングのタイ

井戸の種類 登録
された
井戸
の総数

深さ
（ｍ）

井戸径
（in.）

空井戸
又は
小水量
井戸

塩水
井戸

貧水質
井戸

故障
井戸

機械掘り 148 30－ 94 4 － 6 43 3 22 6

手工具掘り 399 18 － 43 3 － － － －

手掘り 55 6.5 － 9 31 － － 1 －

機械掘り 21 40 － 92 6 － 8 7 － 6 －

機械掘り 17 50 － 71 6 8 － 2 －

機械掘り 93 17 － 120 4 － 10 25 1 23 5

手工具掘り 78 18 － 38 3 － － － －

機械掘り 68 46 － 106 4 － 8 33 1 8 －

機械掘り 16 31 － 100 6 12 － 4 －

機械掘り 33 62 － 105 6 － 8 17 1 7 －

機械掘り 19 35 － 97 6 － 10 13 － － －

県

Kupang

Kupang
(Pulau Rote)

Kupang
 (Pulau Sabu)

Belu

Timor Tengah
Utara

Timor Tengah
Selatan

Sumba Barat

Sumba Timur
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プ、深さ／⑤ストレーナーのタイプ、深さ／⑥井戸の水位／⑦連続揚水時の揚水量／⑧Unit

Discharge Rate ／⑨透水量係数／⑩井戸掘削日

（2）手掘り井戸

①井戸番号、コード／②村落、Sub-district、District ／③井戸の深さ／④ケーソンの直径と深

さ／⑤フィルター付きケーソンの深さ／⑥井戸の水位／⑦連続揚水時の揚水量／⑧ Unit

Discharge Rate ／⑨透水量係数／⑩井戸掘削日
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資料４　環境予備調査結果

　今回の村落調査においては、給水施設の導入による生活環境改善への期待が見られこそすれ、

自然環境悪化に対する懸念はどの村からも出てこなかった。

　また、現地再委託の見積り取得先として、居住・地域開発省紹介のコンサルタント、PT. Ratu

Utama Patria Teknik も環境影響評価は必要ないとの考えであった。

　実際、本予備調査で想定しているような地方給水施設においては、簡単な取水設備や配水塔構

造物及びポンプ、配管施設があるのみで、施設そのものの周辺自然環境に与える影響はほとんど

考えられない。

　しかしながら、給水施設が導入された場合、水の使用量は従来に比べて格段に増加し、それに

伴い、トイレや台所等の生活排水も増加することが予想される。したがって、もし、周辺環境の

問題を取り上げるとすれば、生活排水の増加と周辺環境の問題はあげられるが、このような生活

環境の変化に基づく問題は、生活衛生教育のテーマとして取り上げる方が適切と考えられる。
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資料７　質問票及びその回答

７．質問票及びその回答

　次ページ以降に質問票、「The Study on Rural Water Supply Project in Nusa Tenggara Barat and

Nusa Tenggara Timur, Indonesia （Qustionnaire by the Preliminary Study Team）」を示す。また、

その回答については、収集資料リスト中のNo.51、 54、55を参照のこと。

No. 51　質問票についての回答

No. 54　同上特に、質問項目２．３の（3）についての回答

No. 55　同上特に、質問項目２．４についての回答
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